
 

 

     

           
 今

回
の

特
集

は
高

校
入

試
。

中
３

生
の

み
な

ら
ず

、
中

１
生

・中
２

生
の

皆
さ

ん
、

保
護

者
の

皆
さ

ん
に

も
ぜ

ひ
ご

覧
頂

き
た

い
。 

概
要

 
高

校
入

試
の

選
抜

方
法

に
は

、大
き

く
分

け
て

「一
般

入
試

」と
「推

薦
入

試
」の

２
つ

が
あ

る
。 

（（ １１
）） 一一

般般
入入

試試
  

学
力

試
験

を
実

施
す

る
入

試
を

一
般

入
試

と
い

う
。 

①① ①①
都

立
一

般
入

試
都

立
一

般
入

試
都

立
一

般
入

試
都

立
一

般
入

試
    

大
半

が
５

教
科

入
試

（高
校

に
よ

って
３

教
科

の
場

合
も

）。
「入

試
当

日
得

点
」に

「内
申

点
」

（後
述

）を
加

算
し

、
合

計
点

で
合

否
を

判
定

。
比

重
の

か
け

方
は

、
〈当

日
点

〉：〈内
申

点
〉を

７
：３

、
６

：４
、

５
：５

な
ど

と
し

、
そ

の
中

か
ら

高
校

が
独

自
裁

量
で

決
定

す
る

。
現

状
で

は
、

７
：３

が
主

流
。

ま
た

、
５

教
科

全
て

に
全

都
共

通
問

題
を

使
用

す
る

学
校

と
、上

位
都

立
に

み
ら

れ
る

、３
教

科
を

各
高

校
で

作
成

し
、理

社
は

全
都

共
通

問
題

を
使

う
「自

校
作

成
校

」と
が

あ
る

。 
次

回
の

一
般

入
試

（第
一

次
募

集
及

び
分

割
前

期
募

集
）は

、平
成

22年
２

月

23日
(火

)

実
施

。
こ

の
他

「分
割

後
期

募
集

及
び

二
次

募
集

」が
同

３
月

９
日

(火
)に

実
施

さ
れ

る
が

、
募

集
定

員
の

大
半

が
「一

次
募

集
」に

振
り

分
け

ら
れ

る
。 

②② ②②
私

立
一

般
入

試
私

立
一

般
入

試
私

立
一

般
入

試
私

立
一

般
入

試
    

大
半

が
３

教
科

の
当

日
点

勝
負

で
、

内
申

点
は

重
視

さ
れ

な
い

。英
数

国
の

配
点

は
多

く
が

各
１

０
０

点
。

（ま
れ

に
「傾

斜
配

点
」と

し
て

英
語

ま
た

は
数

学
の

配
点

を
高

く
し

、
該

当
教

科
の

得
意

な
生

徒
を

優
遇

す
る

学
校

も
あ

る
。）都

内
私

立
の

多
く

が
２

月

10日
～

12日
に

実
施

。都
外

で
は

、
２

月
１

日
ス

タ
ー

ト
の

県
も

あ
る

。 
（（ ２２

）） 推推
薦薦

入入
試試

  
実

施
時

期
に

よ
り

次
の

よ
う

に
分

け
ら

れ
る

。 
①① ①①

１１ １１
月

実
施

月
実

施
月

実
施

月
実

施
の

も
の

の
も

の
の

も
の

の
も

の
    

<< << 都
立

推
薦

入
試

都
立

推
薦

入
試

都
立

推
薦

入
試

都
立

推
薦

入
試

>> >>     
中

学
の

内
申

点
を

合
否

の
中

心
に

置
き

、
そ

れ
に

面
接

試
験

、小
論

文
・適

性
検

査
（推

薦
で

は
、

学
力

試
験

と
は

言
わ

な
い

）を
課

し
、そ

れ
ら

の
総

合
評

価
で

判
定

す
る

。合
格

の
際

は
、実

質
上

入
学

義
務

が
発

生
す

る
。 

<< << 私
立

推
薦

入
試

私
立

推
薦

入
試

私
立

推
薦

入
試

私
立

推
薦

入
試

>> >>     ２２ ２２
つ

に
つ

に
つ

に
つ

に
分

類
分

類
分

類
分

類
さ

れ
る

さ
れ

る
さ

れ
る

さ
れ

る
。。 。。     

１
．推

薦
入

試
―

以
前

「単
願

」や
「専

願
」と

言
わ

れ
た

入
試

形
式

。内
申

点
に

よ
って

合
否

が
決

ま
り

、併
せ

て
面

接
試

験
を

行
う

学
校

が
多

い。合
格

の際
、実

質
上

入
学

義
務

が
発

生
す

る
。 

２
．適

性
検

査
で

決
ま

る
も

の
―

主
に

私
立

中
堅

上
位

校
が

実
施

し
て

お
り

、こ
れ

ま
で

「Ｃ
推

薦
」な

ど
と

呼
ば

れ
て

いた
。内

申
点

は
重

視
さ

れ
ず

、適
性

検
査

の
得

点
に

よ
って

決
ま

る
。合

格
し

た
場

合
で

も
入

学
義

務
は

な
く

、都
立

合
格

発
表

ま
で

入
学

手
続

き
を

保
留

で
き

る
。 

※
昨

年
ま

で
の

「
Ｂ

推
薦

」（
推

薦
入

試
同

日
に

実
施

さ
れ

る
併

願
推

薦
）は

、次
回

２
０

１
０

年
度

入
試

よ
り

廃
止

さ
れ

る
予

定
。

 

②② ②②
２２ ２２

月
実

施
月

実
施

月
実

施
月

実
施

の
も

の
の

も
の

の
も

の
の

も
の

    
私

立
高

校
で

実
施

。志
望

の
度

合
い

か
ら

、次
の

２
つ

に
分

け
ら

れ
る

。 
１

． 第
１

志
望

入
試

―
内

申
基

準
を

満
た

し
た

生
徒

が
出

願
。一

般
入

試
日

に
同

じ
学

力
試

験
を

受
け

、合
否

を
決

定
さ

れ
る

。合
格

ラ
イ

ンの
引

き
下

げ
、当

日
得

点
へ

の
加

点
な

ど
の

優
遇

措
置

を
受

け
ら

れ
る

。合
格

の
際

は
、入

学
義

務
が

生
じ

る
。 

２
．併

願
推

薦
入

試
―

第
２

志
望

推
薦

と
呼

ぶ
学

校
も

あ
る

。こ
れ

も
、内

申
基

準
を

満
た

し
た

生
徒

が
一

般
入

試
を

同
日

に
受

け
、合

否
を

決
定

さ
れ

る
。学

校
に

よ
って

、併
願

推
薦

＝
ほ

ぼ
合

格
の

「確
約

型
」と

、当
日

得
点

に
加

点
す

る
「優

遇
型

」が
あ

る
。ま

た
、こ

の
形

式
で

の
合

格
者

は
入

学
の

義
務

を
負

わ
ず

、都
立

合
格

発
表

ま
で

入
学

手
続

き
を

保
留

で
き

る
。 

 調
査

書
（内

申
書

）に
つ

い
て

 
各

中
学

校
の

出
す

生
徒

の
調

査
書

は
、

全
て

の
高

校
入

試
で

必
要

と
な

る
。た

だ
、次

の
場

合
、

調
査

書
の

個
人

評
価

点
が

合
否

に
大

き
く

関
わ

る
。こ

こ
で

い
う

「内
申

点
」は

、一
部

の
私

立
推

薦
入

試
を

除
き

、中
３

の
１

学
期

・２
学

期
の

成
績

で
あ

る
。 

（（ １１
）） 都都

立立
推推

薦薦
入入

試試
  

９
教

科
の

５
段

階
評

価
の

単
純

合
計

点
（＝

素
内

申
）と

、付
帯

し
た

観
点

別
の

Ａ
Ｂ

Ｃ
ラ

ン
ク

評
価

が
合

否
の

重
要

な
カ

ギ
と

な
る

。ま
た

、生
徒

会
長

経
験

者
、

部
活

で
の

活
躍

な
ど

の
人

物
評

が
プ

ラ
ス

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
。 

例
え

ば
上

位
都

立
の

推
薦

で
は

、
素

内
申

43の
生

徒
の

中
で

も
合

格
と

不
合

格
が

出
て

、

42や

41の
生

徒
に

も
合

不
合

が
分

か
れ

る
の

は
、

素
内

申
の

み
が

決
定

要
因

で
な

い
こ

と
を

表
す

。
都

立
推

 



 

 

薦
の

場
合

、
合

格
基

準
を

特
定

す
る

の
は
難

し
く

、
過
去

実
績

か
ら
目
安

と
な

る
素

内
申

が
分

か
る

だ
け

で
あ

る
。 

（（ ２２
）） 都都

立立
一一

般般
入入

試試
  

こ
こ

で
の

内
申

点
は

、「換
算

内
申

」を
使

う
。

こ
れ

に
当

日
の

学
力

試
験

の
得

点
を
足

し
て

合
否

を
決

定
す

る
。 

換
算

内
申

の
計

算
方

法
は

次
の

通
り

。こ
こ

で
は

、最
も

一
般
的

な
、５

教
科

入
試

・当
日

得
点

７
０

０
点
満

点
・内

申
３

０
０

点
満

点
の

、い
わ
ゆ

る
７

：３
入

試
の

場
合

を
例

に
説
明

す
る

。
（当

日
得

点
は

各
自

の
得

点
に

1.4を
か

け
て

算
出

） 
ま

ず
、

「換
算

内
申

」の
計

算
式

は
囲

み
内

（１
）を

参
照

。こ
れ

を
当

て
は
め

る
と

、例
え

ば
オ

ー
ル

４
の

生
徒

の
場

合
、
①

20＋
②

16×

1.3＝

40.8と
な

り
、
残
念

な
が

ら
小

数
点
以
下

は
切

り
捨

て
ら

れ
、換

算
内

申
は

40と
な

る
。

同
様

に
し

て
、換

算
内

申
の
最

高
点

（オ
ー
ル

５
の
ケ

ー
ス

）は

51と
な

る
。こ

の

51を
３

０
０

点
満

点
と

し
て

算
出

す
る

の
が

都
立

の
内

申
点

の
計

算
方

法
と

な
る

（囲
み

内
（２

）参
照

）。 
オ

ー
ル

４
の

生
徒

を
例

に
と

る
と

、

40
÷

51×
３

０
０

＝
２

３
５

．
２

９
…

と
な

り
、

２
３

５
点

が
内

申
の
〝
持
ち

点
〟

と
な

る
。

さ
て

生
徒
諸
君

、あ
な

た
の
換

算
内

申
は
何

点
？

 
（（ ３３

）） 私私
立立

推推
薦薦

入入
試試

  
内

申
点

は
、

「素
内

申
」を

使
う

。
私

立
高

校
の

場
合

、
あ

ら
か
じ
め

内
申

の
合

格
基

準
点

が
決

ま
って

お
り

、
事

前
に

合
否
予
測

が
つ

く
。内

申
基

準
点

は
、９

教
科

の
合

計
、５

教
科

の
合

計
、

３
教

科
の

合
計

の
３

つ
の

中
か

ら
、高

校
に

よ
って

１
項
目

ま
た

は
２
項
目

の
条
件

を
満

た
す

こ
と

と
さ

れ
る

。 
（（ ４４

）） 私私
立立

併併
願願

推推
薦薦

入入
試試

  
ま

ず
、事

前
に
設

定
さ

れ
た

内
申

（素
内

申
）

基
準

を
満

た
す

こ
と

が
条
件

。推
薦

と
同
様

、９
科

計
、

５
科

計
、

３
科

計
の

う
ち

、
１

ま
た

は
２

項
目

が
基

準
を
満

た
す

場
合

に
適

用
。私

立
の

「す
べり

止
め

」校
を

こ
の
形
式

で
受

け
る

の
が

現
状

と
な

って
い

る
。 

ま
た

、推
薦

入
試

（３
）（４

）の
際

、
「優

遇
措

置
」と

し
て

、英
検

・漢
検

・数
検

合
格

者
な

ど
へ

の
内

申
点
への

加
点

を
行

う
高

校
が

多
い

。 
 推

薦
入

試
で

の
注

意
点

 
<都

立
推

薦
>多

く
の

生
徒

が
不

合
格

と
な

る
の

が
実
情

。原
因

は
、内

申
基

準
が
驚

く
ほ

ど
高

い
こ

と
、合

格
基

準
が

不
透
明

で
年

に
よ

って
変

わ
る

こ
と

が
挙
げ

ら
れ

る
。合

格
を
取
ろ

う
と
考

え
た

場
合

、実
力

よ
り

２
ラ

ン
ク
程

度
下
げ

て
の

出
願

と
な

る
場

合
が

あ
る

。
将
来
的

な
こ

と
を

考
え

、
「入

り
た

い
都

立
」への

出
願

が
望

ま
れ

る
。 

<私
立

推
薦

>次
の
三

点
が

あ
る

。
一

点
目

は
、

用
語

の
使

い
方

。制
度

上
「推

薦
」に

は
い

わ
ゆ

る
「単

願
推

薦
」と

「併
願

推
薦

」の
２
種
類

が
あ

る
。

た
だ

、実
質

上
「推

薦
」は

「単
願

推
薦

」を
指

し
て
お

り
、

中
学

の
先

生
と

の
相
談

の
時

は
、

「単
願

」な
の

か
「併

願
」な

の
か

、推
薦
形
式

を
は

っ
き

り
と
伝

え
る

必
要

が
あ

る
。 

二
点
目

は
、内

申
の

合
格

基
準

。私
立

の
内

申

基
準

は
事

前
に

定
め

ら
れ

て
い

る
が

、特
に

単
願

推
薦

の
基

準
に

は
、弾

力
性

を
持

た
せ

て
い

る
学

校
も

あ
る

。基
準

に
少

し
足

り
な

い
場

合
で

も
、

志
望

の
度

合
い

が
高

い
時

は
、中

学
の
先

生
を

通
し

て
念

の
た
め
確
認

し
て

も
ら

う
こ

と
も

必
要

。 
三

点
目

は
、併

願
推

薦
の

「公
立
併
願

」限
定

校
に

つ
い

て
。こ

れ
は

、都
立

高
と

該
当

の
私

立
の

み
の
受

験
を

前
提

に
併
願

推
薦

を
受

け
入

れ
る

も
の

（た
て

ま
え

上
、他

の
私

立
高

校
の
受

験
不
可

）。該
当

校
は

ご
く
少

数
だ

が
、事

前
に
チ

ェッ
ク

し
て
お

く
必

要
が

あ
る

。 
 全
体

を
通

し
て

の
注

意
点

 
①①

高
校

に
よ

って
は

、 こ
こ
に

こ
こ
に

こ
こ
に

こ
こ
に
挙挙 挙挙
げ
た
も
の

げ
た
も
の

げ
た
も
の

げ
た
も
の
以
外

以
外

以
外

以
外
のの のの
選
抜

選
抜

選
抜

選
抜

方
法

方
法

方
法

方
法
もも もも
実
施

実
施

実
施

実
施

し
て

いる
。詳

細
は

、塾
の

先
生

に
問

い
合

わ
せ

願
いた

い。 
②②

高
校

受
験

で
は

中
３

の
内

申
の

み
が

係
わ

る
が

、 勉勉 勉勉
強強 強強
はは はは
積積 積積
みみ みみ
重重 重重
ね
が

ね
が

ね
が

ね
が
大
事

大
事

大
事

大
事

。中
１

・中
２

の
時

に
、内

申
点

を
取

る
習

慣
を

身
に

つけ
よ

う
！

具
体

的
に

は
、

定
期

試
験

で
の

高
得

点
、授

業
への

積
極

参
加

、提
出

物
の

期
限

内
提

出
な

ど
が

内
申

対
策

。こ
の

習
慣

が
早

期
に

ついて
い

れ
ば

、中
３

に
な

って
慌

て
る

こ
と

は
な

い。 
③③

特
に

「お
さ

え
」の

私
立

高
校

は
、 「「 「「 併

願
推
薦

併
願
推
薦

併
願
推
薦

併
願
推
薦
」」 」」 制

度
制
度

制
度

制
度

をを をを
利
用

利
用

利
用

利
用
す
る
の
が

す
る
の
が

す
る
の
が

す
る
の
が
主
流

主
流

主
流

主
流

。一
般

入
試

で
の

「お
さ

え
」

は
、確

実
性

に
欠

け
る

。理
由

は
、多

数
の

高
校

で
「推

薦
」や

「併
願

推
薦

」を
実

施
し

、定
員

の
大

半
が

こ
れ

ら
の

合
格

者
で

占
め

ら
れ

る
こ

と
。都

立
入

試
だ

け
で

な
く

、私
立

入
試

の
た

め
に

も
中

学
の

内
申

が
重

要
な

カ
ギ

と
な

る
。 

④④
で

き
る

だ
け
多多 多多
く
の

く
の

く
の

く
の
学
校

学
校

学
校

学
校
をを をを
見
学

見
学

見
学

見
学
す
る
こ
と

す
る
こ
と

す
る
こ
と

す
る
こ
と
！！ ！！

文
字

情
報

だ
け

で
な

く
、実

感
と

し
て

そ
の

学
校

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

か
ど

う
か

は
、受

験
校

選
択

の
重

要
ポ

イ
ント

。 
⑤⑤

志
學

舎
で

は
、生

徒
個

人
の

こ
れ

ま
で

の
学

力
テ

ス
ト

の
成

績
、外

部
模

試
の

結
果

、中
学

で
の

内
申

点
、

高
校

別
の

内
申

基
準

・学
力

基
準

な
ど

を
基

に
的

確
な
進
学
相
談

進
学
相
談

進
学
相
談

進
学
相
談

を
行

って
いる

。不
明

な
点

は
、ぜ

ひ
塾

ま
で

ご
相

談
を

。 
 

報報
告告

『『 夏夏
期期

合合
宿宿

』』   数
え

る
こ

と
３

２
回

目
と

な
った

志
學

舎
夏

期
合

宿
、今

年
も

無
事

に
終

了
し

た
。毎

年
の

こ
と

な
が

ら
、自

分
の

家
か

ら
離

れ
、

親
元

か
ら

離
れ

、他
教

室
の

生
徒

と
一

緒
に

な
る

と
、

驚
く

べき
集

中
力

と
持

続
力

を
見

せ
て

く
れ

る
子

ど
も

達
に

驚
か

さ
れ

る
。 

自
ら

す
す

ん
で

勉
強

合
宿

に
参

加
を

希
望

す
る

子
ど

も
が

多
く

いる
か

と
いう

と
、そ

う
と

も
い

え
な

い
。多

く
の

子
ど

も
た

ち
が

、勉
強

は
や

ら
な

い
と

い
け

な
い

も
の

、入
試

と
いう

環
境

・受
験

と
いう

目
標

、親
の

期
待

に
応

え
ね

ば
等

、様々
な

義
務

感
で

参
加

し
て

いる
。 

し
か

し
な

が
ら

、い
った

ん
場

所
を

変
え

て
勉

強
だ

け
す

る
と

いう
環

境
に

身
を

置
く

と
、人

は
そ

の
環

境
を

受
け

入
れ

て
順

応
し

よ
う

と
す

る
。回

り
の

み
ん

な
が

が
ん

ば
る

と
、自

分
も

置
い

て
いか

れ
な

い
よ

う
に

と
いう

意
識

が
働

く
。そ

し
て

、自
分

の
内

に
あ

る
弱

い
自

分
、怠

け
た

いと
いう

自
分

に
勝

って
４

泊
５

日
の

合
宿

を
や

り
ぬ

いた
時

、学
習

の
成

果
も

さ
る

こ
と

な
が

ら
、大

き
な

達
成

感
、自

信
を

獲
得

す
る

。 
毎

年
子

ど
も

達
の

こ
の

成
長

を
見

る
と

、わ
れ

わ
れ

教
育

に
た

ず
さ

わ
る

者
は

、こ
う

い
う

機
会

、き
っか

け
を

提
供

し
続

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

強
く

感
じ

る
。 ご

家
庭

の
多

大
な

ご
協

力
を

いた
だ

き
や

り
続

け
て

いる
夏

期
合

宿
、ま

た
今

年
も

改
め

て
大

き
な

意
義

を
感

じ
、幕

を
閉

じ
た

。 
ご

家
庭

の
皆

さ
ま

、ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

いま
し

た
。ま

た
来

年
も

よ
り

よ
い

夏
期

合
宿

に
し

て
、子

ど
も

達
の

成
長

を
応

援
し

て
い

き
た

い
と

思
って

い
ま

す
。よ

ろ
し

く
お

願
いし

ま
す

。 
塾

長
 積

 

（１）都立換算内申の計算式（５教科・得点７００点満点・内申３００点満点） 
 ①主要５教科の素内申合計 ＋ ②実技４教科の素内申合計×1.3 
 例）オール３の場合 ①(3×5=)１５＋②(3×4×1.3=)15.6 = 30.6→ ３０３０３０３０ 
 例）オール４の場合オール４の場合オール４の場合オール４の場合 ①(4×5=)２０＋②(4×4×1.3=)20.8 = 40.8→ ４０４０４０４０ 
 例）オール５の場合 ①(5×5=)２５＋②(5×4×1.3=)26 = ５１５１５１５１ 
 
（２）換算内申を３００点満点の得点に直す計算式 
 （１）の各自の換算内申÷５１×３００ 
 例）オール３の場合 ①３０÷５１×３００ = １７６.４７… → １７６１７６１７６１７６点点点点 
 例）オール４の場合オール４の場合オール４の場合オール４の場合 ①４０÷５１×３００ = ２３５.２９… → ２３５点２３５点２３５点２３５点 



 

 

小
６

受
験

科
 

今
年

の
参

加
は

５２名
。算

数
の

授
業

の
内
容

は

１０

ペー
ジ

で
、１

(ワ
ン
)ステ

ー
ジ

２
時
間

で
解

く
と

い
う

も
の

。ステ
ー

ジ
ク
リ
ア

は
な

か
な

か
難

し
く
（応

用
レ

ベル
の

問
題

も
多

い）、修
了

者
は

１
名

、２
名

、多
く

て
３

名
と

いう
も

の
。 

国
語

は
、知

識
分
野

中
心

に
総
復

習
を

行
った

。中
で

も
、漢

字
合

宿
シ
リ

ー
ズ
（漢

字
の

大
問

３００題
）は

修
了

す
る

こ
と

で
、生

徒
は

大
き

な
自

信
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。 
こ

の
よ

う
な
課
題

に
対

し
、生

徒
た

ち
は
正

に
自

分
と

の
戦

い
の

中
で

、モ
チ
ベ

ー
シ
ョンを

上
げ

て
挑

ん
で

い
た

。目
標

を
設

定
し

、冷
水

で
顔

を
洗

い、仲
間

と
競

い合
いな

が
ら

。 
夏

期
合

宿
を
乗

り
切

っ
た
小
６

受
験
科

の
み

な
さ

ん
、君

た
ち

は
、き

つい状
況

を
乗

り
越

え
る

す
ば

ら
し

い経
験

を
し

た
。こ

の
先

の
受

験
や

人
生

に
お

いて
、

自
分

に
負

け
そ

う
に

な
った

時
、こ

の
合

宿
を

思
い出

し
て

！
 

南
大
沢

教
室

長
 福

岡
 

都
立

中
高

一
貫

コ
ー

ス
 

こ
れ

ま
で

で
最

大
の

人
数

が
参

加
し

た
、今

回
の

夏
期

合
宿

。中
高

一
貫
コー

ス参
加

者
も

、コー
ス設

置
以

来
最

大
の

人
数

が
各

教
室

か
ら

参
加

し
た

。ど
の

子
供

も
真
剣

で
、夏

期
合

宿
で

「何
か

を
つ

か
ん

で
帰

る
ぞ

！
」と

いう
意
気
込

み
に

あ
ふ

れ
て

いた
。 

夏
期

テ
キ

スト
２
冊

分
の

学
習
量

を
こ

な
す

合
宿

で
の

長
時
間

学
習

だ
が

、参
加

者
全

員
が
素
晴

ら
し

い集
中

力
と
忍
耐

力
を
発
揮

し
て

、乗
り
切

る
こ

と
が

で
き

た
。学

習
内
容

も
、算

数
、記

述
演

習
、理

系
・文

系
の

適
性
検
査

対
策

と
多
岐

に
わ

た
り

、充
実

し
た

授
業

や
演

習
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。そ
の

成
果

は
、今

年
の

合
宿

の
作

文
に

も
表

れ
て

いる
。 

ま
た

、中
学

受
験
科

と
合
同

の
算

数
の

授
業

で
は

、
厳

し
い雰

囲
気

に
緊
張

感
を
増

し
て

い
る

子
が

多
く

、

受
検

に
向

け
て

、と
て

も
よ

い
経

験
に

な
った

こ
と

と
思

う
。こ

の
経

験
を

今
後

の
学

習
や

来
年

の
適

性
検
査

に
生

か
し

て
、大

き
く

成
長

し
て
ほ

し
いと

切
に

願
って

いる
。 

若
葉
台

教
室

長
 館

野
 

小
５

受
験

科
 

天
候

と
に

ら
め

っこ
の

５
日
間

だ
った

。特
に

２
日

目
、

ペット
ボ

ト
ルロケ

ット
を
作

り
、さ

あ
飛

ば
そ

う
と

し
た

時
に
降

り
だ

し
た
雨

。今
で

も
記
憶

に
強

く
残

って
い

る
。も

う
二
度

と
止

ま
な

い
の

で
は

な
い

か
と

いう
勢

い
で
降

り
続

く
雨

、あ
の

時
は

私
も

実
は

、内
心

不
安

だ
った

の
だ

が
、み

な
さ

ん
の

思
いが

天
に
届

いた
の

だ
ろ

う
、翌

日
は
天
気
予

報
を
覆

す
見

事
な
快
晴

。無
事

ハイ
キ

ング
、ペット

ボ
ト
ル

の
打

ち
上
げ

な
ど
野

外
活

動
を

終
え

る
こ

と
が

で
き

た
。 さ

て
、こ

れ
か

ら
５

年
シ

リ
ー
ズ

も
下
巻

。９
月

の
授

業
は
｢速

さ
｣か

ら
の

ス
タ

ー
ト

に
な

る
。合

宿
で

の
授

業
で

の
よ

う
に

、図
を
使

い
問
題

を
目

で
見

え
る
形

に
し

て
イ

メ
ー

ジ
す

る
、こ

れ
が

理
解

への
近
道

に
な

る
。

｢速
さ
｣だ

け
で

な
く
｢比

｣
や
｢相

似
｣な

ど
、２

学
期

は
重

要
単

元
の
オ

ンパレー
ド

。
こ

れ
か

ら
は

問
題

を
た

だ
「解

いて
いく

」だ
け

で
は
必

ず
ど

こ
か

で
引

っか
か

って
し

ま
う

。解
く

だ
け

で
な

く
、

問
題

か
ら

「考
え
方

」を
学
び

自
分

の
も

の
に

し
て

、ほ
か

の
問
題

で
「使

う
」。こ

う
いった

勉
強
法

を
身

に
つけ

て
い

こ
う

。そ
れ

こ
そ

が
算

数
と

い
う

教
科

の
本
質

で
あ

る
。 

合
宿

で
成

長
し

た
み

な
さ

ん
の

、こ
れ

か
ら

の
成

果
を
楽

し
み

に
し

て
いる

！
 

高
幡

教
室

 村
上

 

中
３

 
志

學
舎

の
中

３
生

に
と

って
、こ

の
夏

期
合

宿
で

得
ら

れ
る

こ
と

は
本
当

に
大

き
い

。生
徒

た
ち

は
早
朝

５
時

半
か

ら
自

習
を
始

め
、ひ

た
す

ら
机

に
向

か
い

、１
日

10時
間
以
上

の
学

習
に

取
り
組

ん
だ

。ほ
と

ん
ど

の

生
徒

に
と

って
、未

知
の

学
習

時
間

と
学

習
量

だ
った

は
ず

。疲
れ

は
極

限
。食

事
の
後

や
入

浴
後

の
わ

ず
か

な
休
憩

時
間

に
も

テ
キ

スト
を

開
い

て
英
語

を
書

き
、

数
学

を
解

き
、国

語
を

読
ん

だ
。 

世
の

中
に

は
「集

中
力

が
切

れ
た

」こ
と

を
理

由
に

物
事

を
投
げ

出
す

者
も

い
る

。こ
ん

な
馬
鹿
げ

た
話

は
な

い。
私

は
合

宿
中

の
生

徒
た

ち
を

見
て

確
信

し
た

。
集

中
力

は
他

の
何

か
の

要
因

に
よ

って
切

れ
た

り
自
然

と
湧

き
出

た
り

す
る

も
の

で
は

な
い。「集

中
力

は
自

分
自

身
で

出
す

」も
の

だ
と

いう
こ

と
を

。 
こ

れ
か

ら
先

、勉
強
面

は
も

ち
ろ

ん
、他

の
こ

と
で

も
構

わ
な

い。辛
く

て
心

が
折

れ
そ

う
に

な
った

時
や

、
苦

し
く

て
あ

き
ら

め
そ

う
に

な
った

時
に

は
、こ

の
夏

の
５

日
間

の
こ

と
を

思
い出

し
て
ほ

し
い。あ

の
と

き
味

わ
った

、あ
の
気

持
ち

を
。頑

張
って

達
成

し
た

者
に

し
か
味

わ
え

な
い、あ

の
感
覚

を
。 

そ
し

て
、合

宿
で

得
た
経

験
を
９
月
以
降

の
学

習
に

ぜ
ひ
活

か
し

て
ほ

し
い。 

日
野

教
室

長
 牛

尾
 

中
１

・中
２

 
中

１
生

と
中

２
生

の
参

加
者

は
、ハイ

レベルコー
スを

除
き

、合
宿
前

に
生

徒
各

自
が

自
分

の
目

標
を
設

定
し

、
全

員
演

習
形
式

に
よ

る
学

習
を

行
った

。一
人

一
人

目
標

は
違

う
が

、そ
れ
ぞ

れ
が

そ
の

目
標

に
真
剣

に
取

り
組

み
、そ

れ
ぞ

れ
の

結
果

を
出

す
こ

と
が

で
き

た
。 

数
学

は
、中

１
生

が
小

学
校

の
復

習
、正

負
の

数
、方

程
式

な
ど

、中
２

生
は
連

立
方
程
式

、一
次
関

数
な

ど
に

取
り
組

ん
だ

。英
語

は
、

be動
詞

、一
般
動
詞

、過
去
形

、助
動
詞

・未
来
形

、疑
問
詞

、不
定
詞

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。合
宿

を
通

し
て
８

回
実

施
し

た
英
単
語

テ
スト

で
は

、み
ん

な
自

分
が

持
て

る
能

力
を
発
揮

し
た

。 

今
回

は
、英

単
語

テ
スト

８
回
全

て
満

点
、ま

と
め

の
単
語

テ
スト

満
点

、英
語

確
認

テ
スト

満
点

の
生

徒
が

い
た

。そ
の

生
徒

は
、授

業
の
間

の
休

み
時
間

や
休
憩

時
間

、そ
し

て
早
朝

の
学

習
時
間

も
利
用

し
て
英
語

の
勉

強
を

し
て

いた
。そ

の
姿

か
ら

私
は

、生
徒

の
前
向

き
で

一
生
懸
命

な
気

持
ち

を
感

じ
た

。 
来

年
以
降

、参
加

し
た

い
と
考

え
て

い
る

中
１

生
と

中
２

生
に

は
、「自

分
自

身
を

高
め

た
い、変

え
た

い」と
いう

強
い意

志
を

持
って

合
宿

に
参

加
し

て
ほ

し
い。 

「○
○

で
き

た
ら

い
い

な
。」で

は
、行

動
は

変
わ

ら
な

い。 
「○

○
し

た
い

。」で
は

、行
動

が
変

わ
ら

な
い

こ
と

が
多

い。 
「○

○
す

る

！！！」と
いう

強
い意

志
こ

そ
が

行
動

を
変
化

さ
せ

、自
分

自
身

を
自

分
の

思
い
描

く
姿

へと
導

く
。 合

宿
で
最

大
の
効

果
を

出
す

た
め

に
は

、合
宿
前

か
ら

の
準
備

が
大
切

だ
。そ

の
準
備

は
、勉

強
も

も
ち

ろ
ん

だ
が

、気
持

ち
が

一
番

大
切

だ
と

思
う

。来
年

、皆
さ

ん
の

合
宿

への
参

加
を
楽

し
み

に
し

て
いる

。 
若
葉
台

教
室

 中
川

 

中
２

ハ
イ

レ
ベ

ル
 

中
２
ハイ

レベルク
ラ

スは
、数

学
で

は
入

試
問
題

を
意

識
し

た
一
次
関

数
の
難

問
、英

語
で

は
慣

れ
な

い長
文

読
解

に
加

え
、２

年
生

の
最

重
要
単

元
で

あ
る

不
定
詞

、
さ

ら
に

個
別

の
演

習
課
題

と
多

く
の
課
題

に
チ
ャ
レン

ジ
し

た
。 

難
し

い学
習

内
容

だ
った

が
、多

く
の

生
徒

が
全

て
の

課
題

を
こ

な
す

こ
と

が
で

き
た

。ど
の

生
徒

も
「ま

だ
２

年
生

だ
か

ら
」と

い
った

甘
え

は
な

く
、授

業
前

・授
業
後

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、空
き

時
間

に
も

勉
強

す
る

な
ど

、３
年

生
に

も
勝

る
と

も
劣

ら
な

い
高

い
モ
チ
ベ

ー
シ
ョンで

学
習

を
続

け
て

いた
。 

特
に

学
習
最

終
日

、与
え

ら
れ

た
課
題

が
終

わ
って

も
、休

む
こ

と
な

く
、次

の
課
題

を
見

つけ
て

取
り
組

む
姿

が
と

て
も
印
象

的
だ

った
。そ

の
姿

に
、早

く
も

次
年
度

の
こ

と
を

、期
待

せ
ず

に
は

いら
れ

な
か

った
。 

ま
た

来
年

の
合

宿
で

会
え

る
こ

と
を
楽

し
み

に
し

て
いる

。 
西
八
王

子
教

室
 大

城
 



 

 

 南
大

沢
教

室
 

受
験

科
の

小
学

６
年

生
と

中
学

生
は

８
月

30日
に

大
事

な
テ

ス
ト

が
あ

り
ま

す
が

、
８

月

29日
を

も
って

、夏
期

講
習

が
終

了
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
に

と
って

今
年

の
夏

は
ど

ん
な

夏
で

し
た

か
？

や
り

残
し

た
こ

と
は

な
い

で
す

か
？

 
何

か
を

始
め

る
前

に
目

標
、予

定
を

決
め

る
こ

と
も

大
事

で
す

が
、そ

れ
と

同
じ

く
ら

い
自

分
の

行
動

を
振

り
返

る
こ

と
も

大
切

で
す

。
も

う
一

度
、

目
標

、
予

定
に

対
し

て
、

こ
の

夏
、

自
分

が
ど

ん
な

行
動

を
と

った
の

か
振

り
返

って
み

て
く

だ
さ

い
。

ま
だ

少
し

夏
休

み
は

残
って

い
ま

す
よ

。 
や

り
残

し
た

こ
と

（ま
さ

か
夏

休
み

の
学

校
の

宿
題

と
い

う
こ

と
は

な
い

で
す

よ
ね

）
は

で
き

る
だ

け
減

ら
し

て
新

学
期

を
迎

え
ま

し
ょ

う
。 

南
大

沢
教

室
 教

室
長

 福
岡

広
徳

 

編集後記 
長くて短い夏休みが終わり、２学期へと突入する。生徒にとって、この時期は「夏の頑張りの成果」を大いに期待

するときでもある。ただ、成果が表れる時期には個人差がある。もう既に結果に結びつき始めた生徒、おめでとう！
素直に自分の努力をほめたたえ、次のステージへと上がっていこう。一方、すぐに結果の出てこない生徒は、少しの
間の我慢が必要だ。だが、心配はいらない。あきらめず、継続的な努力を忘れなければ、その努力は必ず報われるも
のだから。今はただ、しっかりと身をかがめ、次の大ジャンプの準備をしている時期なのだから。 

志學舎 広報部 

新新型型イインンフフルルエエンンザザ  
８月も新型インフルエンザの感染が拡大している。また、９月

以降は季節性のインフルエンザの発生期にもあたる。みなさ
ん、「うつらない」「うつさない」に心がけ、病気に負けない健康
体を維持していこう！ 
《予防のために》 
○何といっても、充分な栄養と睡眠をとること。発症しにくい

免疫力や、感染した場合でも軽度でおさえ込む体力こそ第
一。 

○登塾時や帰宅時には、うがいと手洗いを。 
○外出時には、できるだけ人込みを避ける。やむを得ない場合

は、マスクの着用を。 
《「かぜの症状」がでたら》 

くしゃみ、鼻水、せき、発熱などの風邪の症状が出たら、 
◆まず、マスクの着用を。 
◆早目にお医者様で受診を。 
特に受験生の皆さんにとっては、健康維持も受験を乗り切る

ための必須事項！栄養のバランスを考えた食事、充分な睡眠
をとり、昼間の時間帯を大いに活用し、規則正しい生活を！ 

広報部 木下 

９９月月のの予予定定《《南南大大沢沢教教室室》》 

３日(木) ２学期通常授業スタート 

５日(土)・６日(日) 中３進学相談 

１２日(土) 小５父母会 
中３入試完成 

１３日(日) 小６入試完成 
中３会場模試 

１９日(土) 中３入試完成 

２０日(日) 小６合不合判定 

２６日(土) 中学部・中間試験対策 

２７日(日) 小６入試完成 

 


